
 

 

SAH×受験

模試を最大限活用する！

a 模擬試験なのだから、本番の共通テストや個別試験をイメージしてやる。緊張して受けられるようになったら

勝ち。一方で、解いていく順番をどうするか、どの問題を捨てて合格点を積み重ねるかなどのシミュレーション

ができるのも模試で。 

b 特に1、2年生は定期考査と同じで模試の出題範囲や形式･レベルを知って、今の自分の学力や志望校をイメー

ジして、何をどこまでやるかというプランニングをしていくのだ。 

c 模試は受け終わった後の対応の方が大事。何が苦手（穴）か、どこが通用しているか、などの今後の勉強の方

向性を明らかにしてくれる。「国語ができない」というざっくりなものではなく、「句法をしっかりやったから漢

文ができている。しかし、古文が取れていない→次の11月の模試までに古文単語と古典文法を徹底的に入れよ

う」というあなたに合わせた学習の方向性が明らかになる。 

d  ベネッセや河合塾は、「◎◎模試の問題が、共通テストの第▲問に出題されました！」ということを狙ってい

る。つまり、予想問題を作って出題してくれているわけだ。模試で出題された問題をできるようにしておくこと

は、本番の試験で当たる可能性を高めるということ。 

e  勉強する目的の「明確なレベルの問題」なわけだ。これを自分のモノにする、次に出題されたときに仕留める

には上記の時に復習するのが一番効率的だ。大学受験が終わってから復習する意味は無いよね。即、実行！ 



7～8 月の模試をやったことによって、課題をあぶり出す。課題克服のために何をすべきか考え実

行する。シンプルに 2 学期からの授業・学習に対する姿勢に変化が出れば、あなたの勝ちだ。 


